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第一章 沖縄県立八重山商工高等学校職員の服務規程

１ 校務分掌上の基本的職務規程

（趣 旨）

第１条 この規程は、沖縄県教育委員会の所管する学校管理規則第５条に基づき、八重

山商工高等学校生徒の教育及び校務の運営に関する、必要な事項を定めるものと

する。

（会議、学年会、部、学科及び委員会の設置）

第２条 本校には、次の表に掲げる会議、学年会、部、学科、及び委員会を設置する。

種類 名 称

会 議 職員会議 、職員朝会

学年会 第１学年会、第２学年会、第３学年会

部 教務部、進路指導部、生徒指導部、保健部、環境整備部、図書視聴覚部、

学 科 機械電気科、情報技術科、商業科

審議委 学校運営、生徒派遣、学校保健、生徒指導、進学推薦、全定交流、転入学検

員会 討、予算、マスタープラン、学校評価、教科用図書選定、校納金検討

研究委 教育課程、ガイダンス、学力向上対策、内規整備、中途退学対策推進、専門

員会 教育及びキャリア教育推進、校務分掌検討、学校課題研究(制服検討、学科

改編研究）、特設授業、海外修学旅行、図書選定、情報処理、寮務、人権・

教育相談・特別支援推進、エイズ教育(性教育)推進、衛生

（構成および任務）

第３条 前条に規程する組織の構成及び任務については、校務分掌検討委員会の扱い事

項とし、検討・審議・確定されたものは毎年度の学校要覧に依るものとする。

附 則

(1) この規程は１９７６年４月１日から施行する。

(2) この規程は１９９０年４月１日一部改正。

(3) この規程は２００１年３月２２日一部改正。

(4) この規程は２０１０年５月２５日一部改正。（第2条）

２ 勤務時間の割り振りに関する規程

（趣 旨）

第１条 この規程は、沖縄県教育委員会の所管する職員の勤務時間の割り振りに関する

規則第３条の規程に基づき、八重山商工高等学校に勤務する職員の勤務時間の割

り振りに関して必要な事項を定めるものとする。
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（勤務時間）

第２条 職員の勤務時間は次のとおりとする。

午前８時２０分～午後４時５０分

２ 舎監の勤務時間は次のとおりとする。

午前６時３０分～午前８時４５分、午後４時４５分～午後１１時００分

３ 宿日直の勤務時間は次のとおりとする。

日直 午前８時００分～午後６時００分

宿直 午後６時００分～午後１１時００分、午前６時００分～午前８時００分

４ 調理員の勤務は別に定める。

（休憩時間）

第３条 職員の休憩時間は次のとおりとする。

休憩 午後０時００分～午後１２時４５分

舎監の休憩時間は次のとおりとする。

休憩 午後５時００分～午後５時４５分

（勤務を要しない日）

第４条 土・日曜日は勤務を要しない日とする。但し、学校行事（体育祭、文化祭、商

工祭、その他）のため止むを得ない場合は、土・日曜日を勤務を要する日とし、

土・日曜日以外の日を勤務を要しない日として臨時に振替えるものとする。

附 則

(1) この規程は１９７６年４月１日から施行する。

(2) この規程は１９９０年４月１日一部改正。（土曜休日導入）

(3) この規程は２００１年３月２２日一部改正。

(4) この規程は２００２年４月１日一部改正。（学校週５日制導入）

(5) この規程は２００３年４月２日一部改正。

(6) この規程は２００４年５月２４日一部改正。

(7) この規程は２００７年３月２３日一部改正。

（8） この規程は２００９年４月１日一部改正。（勤務時間の変更）

３ 職員会議の運営に関する規程

（趣 旨）

第１条 この規程は、沖縄県立高等学校管理規則第６１条に基づき県立八重山商工高等

学校の民主的な学校運営を目指し、職員会議について必要な事項を定めるものと

する。

（役 割）

第２条 職員会議は、校長の学校運営に関する職務を補助する。

（構 成）

第３条 職員会議は、全職員をもって組織する。

（会 議）

第４条 職員会議は、校長が主宰する。

２ 職員会議は、校長が学校運営において、必要と認めた校務について審議し、伝

達を行い及び職員相互の連絡調整を行うものとする。
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３ 前項に定めるもののほか、職員会議について必要な事項は校長が定めるものと

する。

４ 定例職員会議は毎月１回行う。但し、必要がある場合は、臨時に行うことがで

きる。

（議 題）

第５条 職員会議に提案する議題は、事前に各委員会等で十分に検討し、教務、教頭を

経て校長に提出するものとする。

２ 校長は、提出された議題について、必要があれば学校運営委員会を開くものと

する。

（進 行）

第６条 職員会議の司会は、原則として職員週番があたる。但し、成績会議、判定会議

の司会は教頭が行う。

（記録・保管）

第７条 職員会議の記録は､原則として週番が行う。記録係は必要に応じて記録を読み

上げ確認する。「会議録」は教務部の議事録係が確認し、押印するものとする。

２ 職員会議の「会議録」は会議後に教頭、校長に提出し、検印を受けるものとす

る。

３ 職員会議の「原案書」「会議録」は教頭が保管し、必要に応じて閲読できるよ

うにする。

（その他）

第８条 この規程に定めるもののほか、職員会議に関する必要な事項は、校長が定める。

附 則

(1) この規程は昭和５８年３月１５日から施行する。

(2) この規程は平成１３年３月２２日一部改正。

(3) この規程は平成１５年９月１日改正。

４ 学校運営委員会に関する規程

（趣 旨）

第１条 この規程は、学校運営に関わる事項について予め協議し、職員の共通理解及び

連携を図るため定めるものとする。

（構 成）

第２条 運営委員会は、校長、教頭、事務長、各部の代表、各学年会代表、各学科代表

福利厚生担当で構成する。但し、必要に応じて審議事項に関係する委員会代表、

職員も参加することができる。

（任務）

第３条 運営委員会には、次の係を置く。

委員長･････教頭 副委員長･････教務主任 記録･････委員輪番

２．委員会の招集は、委員長が行う。

３．委員会の議事進行は、委員長が当たる。委員長不在の時は、副委員長が代行する。

４．記録者は、構成委員のうち校長、教頭、事務長、教務主任を除く委員によって

輪番で当たる。所定の議事録に記録し、原案綴りと合わせて教務部で保管する。職

員の要求に応じて閲読できるものとする。
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（議 事）

第４条 運営委員会は、次の事項を協議・審議し処理するものとする。

(1) 職員会議に提案する議案

(2) 校長、教頭、事務長及び職員会議から付託された事項

(3) 学校運営上必要な企画、各種原案の検討・協議

(4) 緊急事案の審議・処理

(5) 審議・処理された事項は、後日職員会議に諮る。

附 則

(1) この規定は２００１年３月２２日より施行する。

５ 職員週番の服務に関する規程

（趣 旨）

第１条 この規程は、学校運営を円滑に行うため、職員週番の服務に関する必要な事項

を定める。

（週番勤務）

第２条 週番は、当該週の月曜日より金曜日までとする。

２ 週番は、２名１組としＨＲ担任･教務主任・生徒指導主任・進路指導主任・

学年主任及び事務を除く職員で輪番に編成する。編成は教務で行う。

（任 務）

第３条 週番の任務は次のとおりとする。

(1) 職員朝会及び職員会議の司会

(2) 全体集会時の生徒集合呼びかけ、整列及び司会進行、連絡事項の伝達

(3) 学校環境の巡回・報告

(4) 拾得物の保管及び処理

(5) その他の連絡及び処理

附 則

(1) この規程は１９６７年４月１０日から実施する。

(2) この規程は１９７８年４月１日一部改正。

(3) この規程は１９８４年４月１日一部改正。

(4) この規程は１９９７年４月６日一部改正。

(5) この規程は２００１年３月２２日一部改正。

(6) この規程は２００２年４月１日一部改正。

(7) この規程は２０１０年５月２６日一部改正。

６ 各種委員会の設置・運営に関する規程

（趣 旨）

第１条 この規程は、本校の教育目標・方針を達成するために必要な各種委員会の組織

運営に関する事項を定めるものとする。
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（名称及び任務）

第２条 委員会の名称、構成及び任務は、校務分掌検討委員会の取り扱い事項とする。

２ 一つの委員会において、その代表の委員は、関係する他の代表を兼ねることが

できる。

（承 認）

第３条 委員会で審議された議案は職員会議または職員朝会の承認を要する。緊急を要

するものは、その限りではない。

但し、事後において職員会議に報告して承認を得るものとする。

（招 集）

第４条 委員会は、次の各号の場合に委員長が招集する。

(1) 定例日のある委員会は定例日

(2) 校長が必要と認めたとき

(3) 委員長が必要と認めたとき

(4) 委員から要求があったとき

（委員会の新設、廃止）

第５条 委員会の新設及び廃止は、校務分掌検討委員会で検討された後、学校運営委員

会で協議し、職員会議において提案・審議・決定する。但し、必要がある場合は

学年度途中においても委員会の新設及び廃止を行うことができる。

附 則

(1) この規程は１９８２年３月１日から施行する。

(2) この規程は２００１年３月２２日一部改正。

７ 学校評議員に関する規程

（趣 旨）

第１条 この規程は、「沖縄県立学校評議員設置要項」の規程及び「沖縄県立学校評議

員運用上の留意事項」に基づき、学校評議員の運営等に関し、必要な事項を定め

る。

（名 称）

第２条 沖縄県立八重山商工高等学校評議員とする。

（会 議）

第３条 会議は毎学期１回とする。但し、必要に応じて臨時に開くことができる。

（構 成）

第４条 学校評議員の数は４から５人とする。

（意見を求める事項）

第５条 学校評議員には、次の事項に関する意見を求める。

(1) 教育目標

(2) 学校行事計画

(3) 学校評価と課題

(4) その他

（会議録）

第６条 会議の記録は教頭が当たる。
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附 則

(1) この規程は２００１年４月１日から施行する。

８ 全日制と定時制の職員人事交流に関する規程（全定交流委員会規程）

（目 的）

第１条 この規程は、全定交流を円滑に行うことを目的とする。

（交流の対象）

第２条 全定交流の対象となるのは、沖縄県教育委員会の定めにより配置される範囲で

ある。ただし、事務職員・現業職員は適用しないものとする。

（交流の方針）

第３条 職員は積極的な相互理解によって全定交流を行うものとする。

２ 全日制及び定時制のどちらか一方から交流の希望がある場合には、当該教科内

・職員間の話し合いを最大限に尊重し、誠意をもって対処する

（全定交流委員会の設置）

第４条 本規程の運用を円滑に行うために、全定交流委員会を設置する。

（委員の構成）

第５条 委員の構成は、全日教頭、定時教頭、全日制職員３名（人文科(1)、商業科(1)、

分会代表(1)）、定時制職員１名の計６名とする。

２ 委員会の長は、全日教頭がつとめる。

（役 務）

第６条 委員会の長は、異動内示後、全定交流希望調査を行い、当該教科内・職員間の

話し合いをもとに委員会を開いて交流案を作成する。

２ 委員会で調整された交流案を、全定各職員会議に諮り承認を得る。

（附 記）

第７条 この規程の改正は、全定職員会議の議決によるものとする。

附 則

(1) この規程は１９７０年４月１日から施行する。

(2) この規程は１９７１年４月１日一部改正。

(3) この規程は１９９９年２月２４日一部改正。

(4) この規程は２００１年３月２２日一部改正。

９ 学校保健委員会規程

（趣 旨）

第１条 この規程は、学校保健法施行令等の実施基準についての規程に基づき設置され

る機関（委員会）であり、保健体育審議会答申を受け、学校保健の推進的役割を

持つ委員会としての運営を目指すものである。

（名 称）

第２条 本会は、八重山商工高等学校保健委員会（以下「本会」という）と称し、事務

局は八重山商工高等学校に置く。
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（内 容）

第３条 本会は、次の取組について協議・検討を行うものとする。

(1) 定期健康診断に関すること

(2) 性に関する問題、喫煙・飲酒・薬物乱用防止等に関すること

(3) 感染症の予防・対策等に関すること

(4) 疫病の予防・対策等に関すること

(5) いじめや不登校など心の健康問題への取組等に関すること

(6) その他

（構 成）

第４条 本会の構成委員は、下記の通りとする。

(1) 教職員･････校長、教頭、事務長、保健主事、養護教諭、関係部代表（教務、

生徒指導、環境整備、各学年）、体育科代表、舎監、生徒会顧問代表

(2) 保護者代表･･･ＰＴＡ会長、ＰＴＡ副会長

(3) 学校医･････学校医、学校歯科医、学校薬剤師

(4) その他、校長が必要とするもの･･･保健所、その他地域保健の代表

(5) 生徒代表（必要に応じて）･････生徒会長、副会長、美化委員長、保体委員長

学寮代表、その他

（役 員）

第５条 本会に次の役員を置く。

(1) 会 長 １名

(2) 副会長 ２名

(3) 幹 事 １名

(4) 書 記 １名

(5) 会 計 １名

（役員の選任）

第６条 会長は、校長をもって当てる。

２ 副会長は、教頭およびＰＴＡ会長をもって当てる。

３ 幹事は、保健主事をもって当てる。

４ 書記は、養護教諭をもって当てる。

（役員の職務）

第７条 会長は、会務を統括する。

２ 副会長は、会長を補佐する。

３ 幹事は、会議の運営及び会務の処理に当たる。

４ 書記は、議事に必要な資料の準備及び議事録の記録に当たる。

（会 議）

第８条 会議は、年３回とする。但し、必要な場合は会長が臨時に招集することができ

る。

（附 記）

第９条 この規程の改正は、職員会議によるものとする。

附 則

(1) この規程は１９９３年４月１日から施行する。

(2) この規程は１９９４年６月２０日一部改正。

(3) この規程は２００１年３月２２日一部改正。
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１１ インターネット利用に関する規程

（目 的）

第１条 校内ＬＡＮによる教育情報の共有化及び、本校の施設・設備からのインター

ネットへのアクセスは、職員・生徒の情報活用能力を高め、教育活動をより充

実し発展させるために行うものとする。

（全 般）

第２条 校内ＬＡＮの接続及び本校施設・設備を利用したインターネットへのアクセ

スは以下に定めた者に限る。

（１）本校職員

（２）本校生徒

（３）その他、学校長及びネットワーク管理担当が適当と認めた者

（情報の発信・公開）

第３条 本校施設・設備を利用し、本校の名の下に行われる情報の発信・公開は下記

の事項に留意しなければならない。

（１）各種法令の遵守

（２）学校長及び情報処理推進委員会の承認

（３）第７条（禁止事項）の遵守

（校務における職員の利用）

第４条 校務における校内ＬＡＮ及びインターネットを利用する場合は、下記の事項

に留意しなければならない。

（１）生徒の個人情報が漏洩しないよう最大限努力しなければならない

（２）個人情報を校外へ持ち出す場合は学校長へ届け出なければならない

（３）個人情報の取り扱いには細心の注意を払わなければならない

（４）個人用のパソコンを校内ＬＡＮへ接続する場合は、学校長及びネットワーク

管理担当の承認を得なければならない

（５）第７条（禁止事項）を遵守しなければならない

（教育活動における教諭の利用）

第５条 教諭は、授業や特別活動等の教育活動においてＩＣＴを積極的に活用しなけ

ればならない。

２ 教諭が教育活動において校内ＬＡＮ及びインターネットを利用する場合は、下

記の事項に留意しなければならない。

（１）情報を発信・公開する場合は第３条に従わなければならない

（２）第７条（禁止事項）を遵守しなければならない

（教育活動における生徒の利用）

第６条 生徒が教育活動において校内ＬＡＮ及びインターネットを利用する場合は、
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下記の事項に留意しなければならない。

（１）各教室の利用規程を遵守しなければならない

（２）情報を発信・公開する場合は第３条に従わなければならない

（３）第７条（禁止事項）を遵守しなければならない

（禁止事項）

第７条 校内ＬＡＮ及び本校の施設・設備を利用したインターネットへの接続にあた

っては、下記の事項を禁止する。

（１）営利・犯罪目的の利用

（２）ＩＤ・パスワードの第三者への譲渡・貸与・開示

（３）他者を誹謗・中傷する行為

（４）他者の権利を侵害する行為

（５）個人情報漏洩の危険性がある行為

（６）不正な利用またはそれを助ける行為

（７）生徒による職員用ネットワーク及びコンピュータの操作

（８）その他法令及び社会慣行に反する行為

（利用の停止）

第８条 利用者がこの規定に違反した場合、下記の者がその利用を禁止することがで

きる。

（１）学校長

（２）情報処理委員会

（３）ネットワーク管理担当


